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令和元年度中学校教育課程説明会 国語科

１ 国語科の改訂の趣旨及び要点

（１）国語科の目標及び内容の構成

① 目標の構成の改善

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で正確に理解し適切

に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるよ

うにする。

(2) 社会生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養

う。

(3) 言葉がもつ価値を認識するとともに、言語感覚を豊かにし、我が国の言語文化

に関わり、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

国語科で育成を目指す資

質・能力を「国語で正確に

理解し適切に表現する資質

・能力」と規定するととも

に、「知識及び技能」、「思

考力、判断力、表現力等」、

「学びに向かう力、人間性

等」の三つの柱で整理して

いる。

② 内容の構成の改善

三つの柱に沿った資質・能力の整理を踏まえ、従前、「話すこと・聞くこと」、「書

くこと」、「読むこと」の３領域及び〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事

項〕で構成していた内容を、〔知識及び技能〕及び〔思考力、判断力、表現力等〕

に構成し直している。

〔知識及び技能〕及び〔思考力、判断力、表現力等〕の構成は以下のとおりであ

る。

〔知識及び技能〕

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項

(2) 情報の扱い方に関する事項

(3) 我が国の言語文化に関する事項

〔思考力、判断力、表現力等〕

Ａ 話すこと・聞くこと

Ｂ 書くこと

Ｃ 読むこと
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（２）学習内容の改善・充実

① 語彙指導の改善・充実

語彙を豊かにするとは、自分の語彙を量と質の両面から充実させることである。

具体的には、意味を理解している語句の数を増やすだけでなく、話や文章の中で使

いこなせる語句を増やすとともに、語句の意味や使い方に対する認識を深め、語感

を磨き、語彙の質を高めることである。

② 情報の扱い方に関する指導の改善・充実

話や文章に含まれている情報を取り出して整理したり、その関係を捉えたりする

ことが、話や文章を正確に理解することにつながり、また、自分のもつ情報を整理

して、その関係を分かりやすく明確にすることが、話や文章で適切に表現すること

につながるため、このような情報の扱い方に関する「知識及び技能」は国語科にお

いて育成すべき重要な資質・能力の一つである。

③ 学習過程の明確化、「考えの形成」の重視

〔思考力、判断力、表現力等〕の各領域において、学習過程を一層明確にし、各

指導事項を位置付けている。

また、全ての領域において、自分の考えを形成する学習過程を重視し、「考えの

形成」に関わる指導事項を位置付けている。

④ 我が国の言語文化に関する指導の改善・充実

「伝統的な言語文化」、「言葉の由来や変化」、「書写」、「読書」に関する指導事

項を「我が国の言語文化に関する事項」として整理し、その内容の改善を図ってい

る。

（３）学習の系統性の重視

国語科の指導内容は、系統的・段階的に上の学年につながっていくとともに、螺旋
ら

的・反復的に繰り返しながら学習し、資質・能力の定着を図ることを基本としている。

このため、小・中学校を通じて、〔知識及び技能〕の指導事項及び〔思考力、判断力、

表現力等〕の指導事項と言語活動例のそれぞれにおいて、重点を置くべき指導内容を

明確にし、その系統化を図っている。

（４）授業改善のための言語活動の創意工夫

〔思考力、判断力、表現力等〕の各領域において、どのような資質・能力を育成す

るかを系統表の(1)の指導事項に示し、どのような言語活動を通して資質・能力を育

成するかを系統表の(2)の言語活動例に示すという関係を明確にするとともに、各学

校の創意工夫により授業改善が行われるようにする観点から、従前に示していた言語

活動例を言語活動の種類ごとにまとめた形で示している。

（５）読書指導の改善・充実

各学年において、国語科の学習が読書活動に結び付くよう、〔知識及び技能〕に「読

書」に関する指導事項を位置付けるとともに、「読むこと」の領域では、学校図書館

などを利用して様々な本などから情報を得て活用する言語活動例を示している。
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２ 各学年の目標

第１学年 第２学年 第３学年

(1) 社会生活に必要な国 (1) 社会生活に必要な国 (1) 社会生活に必要な国

語の知識や技能を身に 語の知識や技能を身に 語の知識や技能を身に

付けるとともに、我が 付けるとともに、我が 付けるとともに、我が

国の言語文化に親しん 国の言語文化に親しん 国の言語文化に親しん

だり理解したりするこ だり理解したりするこ だり理解したりするこ

とができるようにす とができるようにす とができるようにす

る。 る。 る。

(2) 筋道立てて考える力 (2) 論理的に考える力や (2) 論理的に考える力や

や豊かに感じたり想像 共感したり想像したり 深く共感したり豊かに

したりする力を養い、 する力を養い、社会生 想像したりする力を養

日常生活における人と 活における人との関わ い、社会生活における

の関わりの中で伝え合 りの中で伝え合う力を 人との関わりの中で伝

う力を高め、自分の思 高め、自分の思いや考 え合う力を高め、自分

いや考えを確かなもの えを広げたり深めたり の思いや考えを広げた

にすることができるよ することができるよう り深めたりすることが

うにする。 にする。 できるようにする。

(3) 言葉がもつ価値に気 (3) 言葉がもつ価値を認 (3) 言葉がもつ価値を認

付くとともに、進んで 識するとともに、読書 識するとともに、読書

読書をし、我が国の言 を生活に役立て、我が を通して自己を向上さ

語文化を大切にして、 国の言語文化を大切に せ、我が国の言語文化

思いや考えを伝え合お して、思いや考えを伝 に関わり、思いや考え

うとする態度を養う。 え合おうとする態度を を伝え合おうとする態

養う。 度を養う。

※系統性の重視について

各学年の目標だけでなく、国語科の指導内容は、系統的・段階的に上の学年につな

がっていくとともに、螺旋的・反復的に繰り返しながら学習し、資質・能力の定着を
ら

図ることを基本としている。このため、小・中学校を通じて、〔知識及び技能〕の指

導事項及び〔思考力、判断力、表現力等〕の指導事項と言語活動例のそれぞれにおい

て、重点を置くべき指導内容を明確にし、その系統化を図っている。
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３ 移行措置について

(1) 令和元年度及び令和２年度の第１学年並びに令和２年度の第２学年の国語の指導

に当たっては、現行中学校学習指導要領第２章第１節第２〔第１学年〕の２〔伝統

的な言語文化と国語の特質に関する事項〕(1)ウ(ｱ)のうち「漢字を読む」及び現行

中学校学習指導要領第２章第１節第２〔第１学年〕の２〔伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項〕(1)ウ(ｲ)のうち「漢字を書き，文や文章の中で使う」並びに

現行中学校学習指導要領第２章第１節第２〔第２学年〕の２〔伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項〕(1)ウ(ｲ)のうち「漢字を書き，文や文章の中で使う」の

部分の規定に係る事項においては「茨、媛、岡、潟、岐、熊、香、佐、埼、崎、滋、

鹿、縄、井、沖、栃、奈、梨、阪、阜」を取り扱うものとする。

(2) 令和２年度の第１学年の国語の指導に当たっては、現行中学校学習指導要領第２

章第１節第２〔第１学年〕の２〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕(1)

イに規定する事項に、新中学校学習指導要領第２章第１節第２〔第１学年〕の２〔知

識及び技能〕(3)ウに規定する事項を加えるものとする。

（１）令和元年度の第１学年、令和２年度の第１学年、第２学年における国語の指導に当

たっては、以下の漢字20字を取り扱う。

【都道府県名に用いる漢字の読みと書き】

茨、媛、岡、潟、岐、熊、香、佐、埼、崎、滋、鹿、縄、井、沖、栃、奈、梨、

阪、阜（20字）

（２）令和２年度の第１学年に、「共通語と方言の果たす役割について理解すること」を

加えて指導する。



学習評価について指摘されている課題

・ 学期末や学年末などの事後での評価に終始してしまうことが多く，評価の結果が

児童生徒の具体的な学習改善につながっていない

・ 現行の「関心・意欲・態度」の観点について，挙手の回数や毎時間ノートをとってい

るかなど，性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面を捉える評価であるよう

な誤解が払拭しきれていない

・ 教師によって評価の方針が異なり，学習改善につなげにくい

・ 教師が評価のための「記録」に労力を割かれて，指導に注力できない

・ 相当な労力をかけて記述した指導要録が，次の学年や学校段階において十分に

活用されていない

学習評価の現状について，学校や教師の状況によっては，以下のような課題があることが

指摘されている。

先生によって観点の重みが違うんです。授業態度をとても重視する先生もいるし，

テストだけで判断するという先生もいます。そうすると，どう努力していけばよいのか

本当に分かりにくいんです。（中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会児童生徒の学習評価に関するワーキンググループ第７回における高等学校三年生の意見より）
生徒の意見



学習評価の改善の基本的な方向性

学校における働き方改革が喫緊の課題となっていることも踏まえ，次の基本的な考え方に

立って，学習評価を真に意味のあるものとすることが重要。



指導と評価の一体化の必要性の明確化

○学校教育法施行規則（抄）○学校教育法施行規則（抄）○学校教育法施行規則（抄）○学校教育法施行規則（抄）

第二十四条

校長は，その学校に在学する児童等の指導要録指導要録指導要録指導要録（学校教育法施行令第三十一条 に規定する

児童等の学習及び健康の状況を記録した書類の原本をいう。以下同じ。）を作成しなければな

らない。

第五十七条

小学校において，各学年の課程の修了又は卒業を認めるに当たつては，児童の平素の成績

を評価して，これを定めなければならない。※中学校，高等学校についても同様に規定。

○平成○平成○平成○平成29292929年改訂小学校学習指導要領年改訂小学校学習指導要領年改訂小学校学習指導要領年改訂小学校学習指導要領 第１章第１章第１章第１章 総則総則総則総則

第３第３第３第３ 教育課程の実施と学習評価教育課程の実施と学習評価教育課程の実施と学習評価教育課程の実施と学習評価

１１１１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

⑴ 第１の３の⑴から⑶までに示すこと(引用注：資質・能力の３つの柱の育成）が偏りなく実現されるよう，
単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，児童の主体的・対話的で深い学び

の実現に向けた授業改善を行うこと。（略）

２２２２ 学習評価の充実学習評価の充実学習評価の充実学習評価の充実

⑴ 児童のよい点や進歩の状況などを積極的に評価し，学習したことの意義や価値を実感

できるようにすること。また，各教科等の目標の実現に向けた学習状況を把握する観点から，

単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫して，学習学習学習学習

の過程や成果を評価の過程や成果を評価の過程や成果を評価の過程や成果を評価し，指導の改善や学習意欲の向上を図り，資質・能力の育成に生かす

ようにすること。
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学習指導要領の総則において指導と評価の一体化の必要性が明確化された。

※平成29年改訂中学校学習指導要領第１章総則にも同旨



カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価

各学校における教育活動

「学習指導」「学習指導」「学習指導」「学習指導」とととと「学習評価」「学習評価」「学習評価」「学習評価」はははは学校の教育活動の根幹学校の教育活動の根幹学校の教育活動の根幹学校の教育活動の根幹であり，教育課程に基づいて組織的か

つ計画的に教育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役割「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役割「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役割「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役割を担っ

ている。



平成２６年度平成２６年度平成２６年度平成２６年度（（（（2014201420142014）））） ２７年度２７年度２７年度２７年度(2015(2015(2015(2015）））） ２８年度２８年度２８年度２８年度(2016(2016(2016(2016）））） ２９年度２９年度２９年度２９年度(2017(2017(2017(2017）））） ３０年度３０年度３０年度３０年度(2018(2018(2018(2018）））） 令和元年度令和元年度令和元年度令和元年度(2019(2019(2019(2019）））） ２年度２年度２年度２年度(2020(2020(2020(2020）））） ３年度３年度３年度３年度(2021(2021(2021(2021）））） ４年度４年度４年度４年度(2022(2022(2022(2022））））
小小小小学学学学校校校校中中中中学学学学校校校校
高高高高等等等等学学学学校校校校

改訂改訂改訂改訂29292929・・・・３３３３・・・・31313131
改訂改訂改訂改訂30303030・・・・３３３３・・・・30303030

中教審諮問中教審諮問中教審諮問中教審諮問26262626・・・・11111111・・・・20202020
答申答申答申答申28282828・・・・12121212・・・・21212121 周知・徹底

周知・徹底

周知・徹底 使用開始教科書検定 採択・供給 令和２年度～全面実施令和２年度～全面実施令和２年度～全面実施令和２年度～全面実施移行期間
使用開始教科書検定 採択・供給

使用開始教科書検定 採択・供給
移行期間

移行期間
令和３年度～全面実施令和３年度～全面実施令和３年度～全面実施令和３年度～全面実施

令和４年度～令和４年度～令和４年度～令和４年度～年次進行で年次進行で年次進行で年次進行で実施実施実施実施

東京オリンピック東京オリンピック東京オリンピック東京オリンピックパラリンピックパラリンピックパラリンピックパラリンピック幼幼幼幼稚稚稚稚園園園園 中教審における検討中教審における検討中教審における検討中教審における検討
論論論論点点点点整整整整理理理理27272727・・・・8888・・・・26262626

審審審審議議議議ままままととととめめめめ28282828・・・・8888・・・・26262626

周知・徹底 平成３０年度～全面実施平成３０年度～全面実施平成３０年度～全面実施平成３０年度～全面実施

特別支援学校学習指導要領（幼稚部及び小学部・中学部）についても，平成29年４月28日に改訂告示を公示。特別支援学校学習指導要領（高等部）は，平成31年２月４日に改訂告示を公示。

学習指導要領改訂に関するスケジュール



学習指導要領改訂の考え方

主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善

主体的な学び

深い学び
対話的な学び

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と，学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか何を学ぶか何を学ぶか何を学ぶか どのように学ぶかどのように学ぶかどのように学ぶかどのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し，
社会と連携･協働しながら，未来の創り⼿となるために必要な資質・能⼒を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

何ができるようになるか何ができるようになるか何ができるようになるか何ができるようになるか

⽣きて働く知識･技能の習得など，新しい時代に求められる資質･能⼒を育成知識の量を削減せず，質の⾼い理解を図るための学習過程の質的改善
小学校の外国語教育の教科化，高校の新科目「公共」の新設など各教科等で育む資質･能⼒を明確化し，目標や内容を構造的に示す
学習内容の削減は⾏わない※

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

未知の状況にも対応できる
思考⼒・判断⼒・表現⼒等の育成生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう⼒・⼈間性等の涵養



どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか
知識及び技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考⼒，判断⼒，表現⼒等

学びに向かう⼒，⼈間性等

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」

を

総合的にとらえて構造化

育成すべき資質・能力の三つの柱

学習する子供の視点に立ち，育成を目指す資質・能力の要素を三つの柱で整理。



目目目目 標標標標

内内内内 容容容容

第２章第１節第２章第１節第２章第１節第２章第１節 国国国国 語語語語第１第１第１第１ 目目目目 標標標標言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。(1) 日常生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。 【知識及び技能】(2) 日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を養う。 【思考力，判断力，表現力等】(3) 言葉がもつよさを認識するとともに，言語感覚を養い，国語の大切さを自覚し，国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。【学びに向かう力，人間性等】
第２章第１節第２章第１節第２章第１節第２章第１節 国国国国 語語語語第１第１第１第１ 目目目目 標標標標国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力及び言語感覚を養い，国語に対する関心を深め国語を尊重する態度を育てる。
第２章第３節第２章第３節第２章第３節第２章第３節 数数数数 学学学学

第２第２第２第２ 各学年の目標及び内容各学年の目標及び内容各学年の目標及び内容各学年の目標及び内容

〔〔〔〔第１学年第１学年第１学年第１学年〕〕〕〕

２２２２ 内内内内 容容容容

ＡＡＡＡ 数と式数と式数と式数と式

(1) 具体的な場面を通して正の数と負の数について理

解し，その四則計算ができるようにするとともに，正の

数と負の数を用いて表現し考察することができるよう

にする。

ア 正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。

イ 小学校で学習した数の四則計算と関連付けて，

正の数と負の数の四則計算の意味を理解すること。

ウ 正の数と負の数の四則計算をすること。

エ 具体的な場面で正の数と負の数を用いて表した

り処理したりすること。

第２章第３節第２章第３節第２章第３節第２章第３節 数数数数 学学学学第２第２第２第２ 各学年の目標及び内容各学年の目標及び内容各学年の目標及び内容各学年の目標及び内容〔〔〔〔第１学年第１学年第１学年第１学年〕〕〕〕２２２２ 内内内内 容容容容ＡＡＡＡ 数と式数と式数と式数と式(1) 正の数と負の数について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 【知識及び技能】(ｱ) 正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。(ｲ) 正の数と負の数の四則計算をすること。(ｳ) 具体的な場面で正の数と負の数を用いて表したり処理したりすること。イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。【思考力，判断力，表現力等】(ｱ) 算数で学習した数の四則計算と関連付けて，正の数と負の数の四則計算の方法を考察し表現すること。(ｲ) 正の数と負の数を具体的な場面で活用すること。

各教科等の「目標」「内容」の記述を，「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学び

に向かう力，人間性等」の資質・能力の３つの柱で再整理。平成平成平成平成20202020年改訂小学校学習指導要領年改訂小学校学習指導要領年改訂小学校学習指導要領年改訂小学校学習指導要領 平成平成平成平成22229999年改訂小学校学習指導要領年改訂小学校学習指導要領年改訂小学校学習指導要領年改訂小学校学習指導要領

平成平成平成平成20202020年改訂年改訂年改訂年改訂中中中中学校学習指導要領学校学習指導要領学校学習指導要領学校学習指導要領 平成平成平成平成22229999年改訂年改訂年改訂年改訂中中中中学校学習指導要領学校学習指導要領学校学習指導要領学校学習指導要領

新学習指導要領における「目標」及び「内容」の構成



「学習評価の在り方ハンドブック」の活用

〈内容〉

 学習評価の基本的な考え方

 学習評価の基本構造

 特別の教科道徳，外国語活動，総合的な

学習の時間及び特別活動の評価について

 観点別学習状況の評価について

 学習評価の充実

 Ｑ＆Ａ 等

全国の教育委員会等や学校等に送付

国立教育政策研究所のウェブサイトに掲載



観点別学習状況の評価の観点の整理

技能

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

知識・理解

主体的に学習に

取り組む態度

思考・判断・表現

知識・技能

資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて，観点別学習状況の評

価の観点については，小・中・高等学校の各教科等を通じて，「知識・技能」「思考・判断・表

現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理。

＜現行＞
＜新＞



・観点別学習状況の評価や評定に
は示しきれない児童生徒一人一
人のよい点や可能性，進歩の状
況について評価するもの。

個人内評価

・観点ごとに評価し，
生徒の学習状況を分析
的に捉えるもの
・観点ごとにＡＢＣの
３段階で評価

評 定
・観点別学習状況の評価の結果を総括するもの。
・５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない）

・各教科における評価は，学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するもの（目標準拠評価）
・したがって，目標準拠評価は，集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なる。

知識及び技能 思考力，判断力，
表現力等

学びに向かう力，
人間性等

学習指導要領に
示す目標や内容

知識・技能 思考・判断・
表現

観点別学習状況
評価の各観点

主体的に学習に
取り組む態度

感性，思いやり
など

各教科における評価の基本構造
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「知識・技能」の評価

※上記の考え方は，現行の評価の観点である

・「知識・理解」（各教科等において習得すべき知識や重要な概念等を理解しているかを評価）

・「技能（各教科等において習得すべき技能を児童生徒が身に付けているかを評価）

においても重視。

＜評価の工夫（例）＞＜評価の工夫（例）＞＜評価の工夫（例）＞＜評価の工夫（例）＞

○ペーパーテストにおいて，事実的な知識の習得を問う問題と，知識の概念的な

理解を問う問題とのバランスに配慮する。

○実際に知識や技能を用いる場面を設ける。

・児童生徒に文章により説明をさせる。

・（各教科等の内容の特質に応じて，）観察・実験をさせたり，式やグラフで

表現させたりする。

〇 個別の知識及び技能の習得状況個別の知識及び技能の習得状況個別の知識及び技能の習得状況個別の知識及び技能の習得状況について評価する。

○ それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で，

概念等として理解したり，技能を習得したりしているか概念等として理解したり，技能を習得したりしているか概念等として理解したり，技能を習得したりしているか概念等として理解したり，技能を習得したりしているかについて評価する。



「思考・判断・表現」の評価

※上記の考え方は，現行の評価の観点である「思考・判断・表現」の観点においても重視。

＜評価の工夫（例）＞＜評価の工夫（例）＞＜評価の工夫（例）＞＜評価の工夫（例）＞

○論述やレポートの作成，発表，グループでの話合い，作品の制作や表現等の

多様な活動を取り入れる。

○ポートフォリオを活用する。

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力，知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力，知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力，知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力，

判断力，表現力等を身に付けているかどうか判断力，表現力等を身に付けているかどうか判断力，表現力等を身に付けているかどうか判断力，表現力等を身に付けているかどうかを評価する。



「主体的に学習に取り組む態度」の評価⑴

「主体的に学習に取り組む「主体的に学習に取り組む「主体的に学習に取り組む「主体的に学習に取り組む

態度」態度」態度」態度」として観点別学習状況

の評価を通じて見取ることが

できる部分

観点別学習状況の評価に

はなじまない部分

（感性，思いやり等）

学びに向かう力，人間性等学びに向かう力，人間性等学びに向かう力，人間性等学びに向かう力，人間性等

※ 特に「感性や思いやり」など児童生徒一人一人のよ

い点や可能性，進歩の状況などについては，積極的に

評価し児童生徒に伝えることが重要。

個人内評価（児童生徒一人一人のよ

い点や可能性，進歩の状況について

評価するもの）等を通じて見取る。

知識及び技能を獲得したり，思考力，

判断力，表現力等を身に付けたりする

ことに向けた粘り強い取組の中で，自

らの学習を調整しようとしているかどう

かを含めて評価する。

「学びに向かう力，人間性等」には，①主体的に学習に取り組む態度として観点別学習状

況の評価を通じて見取ることができる部分と，②観点別学習状況の評価や評定にはなじま

ない部分がある。

①①①①

②②②②



「主体的に学習に取り組む態度」の評価⑵

「おおむね満足

できる」状況（Ｂ）

「十分満足できる」

状況（Ａ）

「努力を要する」

状況（Ｃ）

「主体的に学習に取り組む態度」については，知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，

表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で，自らの学習を調整しようと

しているかどうかを含めて評価する。



「主体的に学習に取り組む態度」の評価⑶

＜評価の工夫（例）＞＜評価の工夫（例）＞＜評価の工夫（例）＞＜評価の工夫（例）＞

○ノートやレポート等における記述

○授業中の発言

○教師による行動観察

○児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を行う際に

考慮する材料の一つとして用いる

※「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で評価を行う。

（例えば，ノートにおける特定の記述などを取り出して，他の観点から切り離して

「主体的に学習に取り組む態度」として評価することは適切ではない。）



新しい学習評価（変わること）

現行の学習評価（基本の４観点）

話す・聞く能力話す・聞く能力話す・聞く能力話す・聞く能力

国語への国語への国語への国語への

関心・意欲・態度関心・意欲・態度関心・意欲・態度関心・意欲・態度

書く能力書く能力書く能力書く能力 読む能力読む能力読む能力読む能力

言語についての言語についての言語についての言語についての

知識・理解・技能知識・理解・技能知識・理解・技能知識・理解・技能

新しい学習評価（全ての教科等で３観点）

主体的に学習に主体的に学習に主体的に学習に主体的に学習に

取り組む態度取り組む態度取り組む態度取り組む態度

思考・判断・表現思考・判断・表現思考・判断・表現思考・判断・表現知識・技能知識・技能知識・技能知識・技能

関心・意欲・態度関心・意欲・態度関心・意欲・態度関心・意欲・態度 思考・判断・表現思考・判断・表現思考・判断・表現思考・判断・表現 技能技能技能技能 知識・理解知識・理解知識・理解知識・理解



国語科における指導事項の整理

〈現行学習指導要領〉

Ａ 話すこと・聞くこと（第３学年）

イ 場の状況や相手の様子に応じて話すとともに，敬語を

適切に使うこと。

〈新学習指導要領〉

〔知識及び技能〕

⑴エ 敬語などの相手や場

に応じた言葉遣いを理

解し，適切に使うこと。

〈新学習指導要領〉

〔思考力，判断力，表現力等〕

Ａ 話すこと・聞くこと

ウ 場の状況に応じて言葉を

選ぶなど，自分の考えが分

かりやすく伝わるように表現

を工夫すること。



新しい学習評価（変わらないこと）

現行の学習評価

話す・聞く能力話す・聞く能力話す・聞く能力話す・聞く能力

国語への国語への国語への国語への

関心・意欲・態度関心・意欲・態度関心・意欲・態度関心・意欲・態度

書く能力書く能力書く能力書く能力 読む能力読む能力読む能力読む能力

言語についての言語についての言語についての言語についての

知識・理解・技能知識・理解・技能知識・理解・技能知識・理解・技能

Ａ話すこと・Ａ話すこと・Ａ話すこと・Ａ話すこと・

聞くこと聞くこと聞くこと聞くこと

Ｂ書くことＢ書くことＢ書くことＢ書くこと Ｃ読むことＣ読むことＣ読むことＣ読むこと

伝統的な言語文化と伝統的な言語文化と伝統的な言語文化と伝統的な言語文化と

国語の特質に関する国語の特質に関する国語の特質に関する国語の特質に関する

事項事項事項事項

新しい学習評価

主体的に学習に主体的に学習に主体的に学習に主体的に学習に

取り組む態度取り組む態度取り組む態度取り組む態度

思考・判断・表現思考・判断・表現思考・判断・表現思考・判断・表現知識・技能知識・技能知識・技能知識・技能

〔〔〔〔知識及び技能知識及び技能知識及び技能知識及び技能〕〕〕〕 〔〔〔〔思考力、判断力、表現力等思考力、判断力、表現力等思考力、判断力、表現力等思考力、判断力、表現力等〕〕〕〕

新しい学習評価においても新しい学習評価においても新しい学習評価においても新しい学習評価においても



「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料

（評価規準の作成及び評価方法の工夫等） 【案】

第１編 総説

第２編 各教科における「内容のまとまりごとの

評価規準」を作成する際の手順

第３編 評価に関する事例

現在使用している参考資料に変わり、

新編の参考資料を１１月以降に発行予定



国語科 評価規準を作成する際の手順

伝えたいことを報告する言語活動を通して、集めた情報

を整理し伝え合う内容を検討する力を付ける単元。

〈単元目標の設定〉

・指示する語句と接続する語句の役割について理解を深めることができる深めることができる深めることができる深めることができる。

（〔知識及び技能〕⑴エ）

・「話すこと・聞くこと」において，「話すこと・聞くこと」において，「話すこと・聞くこと」において，「話すこと・聞くこと」において，目的や場面に応じて，日常生活の中から話題を

決め，集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討することができる検討することができる検討することができる検討することができる。

（〔思考力，判断力，表現力等〕Ａア）

・ （主体的に学習に取り組む態度）

〈例 第１学年「Ａ 話すこと・聞くこと」 アの指導〉

ア 紹介や報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて意見などを述べたり

する活動を通した指導の評価規準の例



身に付けたい力身に付けたい力身に付けたい力身に付けたい力

単元を構想する上で重要な視点

～三者の有機的な関連付け～

言語活動言語活動言語活動言語活動 教教教教 材材材材



国語科 評価規準を作成する際の手順

〈例 第１学年「Ａ 話すこと・聞くこと」 アの指導〉

ア 紹介や報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて意見などを述べたり

する活動を通した指導の評価規準の例

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・指示する語句と接続す

る語句の役割について

理解を深めている深めている深めている深めている。

（〔知識及び技能〕⑴エ）

・「話すこと・聞くこと」におい「話すこと・聞くこと」におい「話すこと・聞くこと」におい「話すこと・聞くこと」におい

て，て，て，て，目的や場面に応じて，日

常生活の中から話題を決め，

集めた材料を整理し，伝え合

う内容を検討している検討している検討している検討している。

（〔思考力，判断力，表現力

等〕Ａア）

粘り強く（①），粘り強く（①），粘り強く（①），粘り強く（①），集めた材料

を整理し伝え合う内容を検

討し，学習の見通しをもっ学習の見通しをもっ学習の見通しをもっ学習の見通しをもっ

て（②）て（②）て（②）て（②）伝えたいことを報告報告報告報告

しようとしているしようとしているしようとしているしようとしている。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価「主体的に学習に取り組む態度」の評価「主体的に学習に取り組む態度」の評価「主体的に学習に取り組む態度」の評価

①粘り強さ①粘り強さ①粘り強さ①粘り強さ （例）〈積極的に，進んで，粘り強く 等〉

②自らの学習の調整②自らの学習の調整②自らの学習の調整②自らの学習の調整 （例）〈学習の見通しをもって，学習課題に沿って，

今までの学習を想起して 等〉

伝えたいことを報告する言語活動を通して、集めた情報を整理し伝え合う内容を検討

する力を付ける単元。



学習評価の妥当性や信頼性を高めるとともに，児童生徒自身に学習の見通しをもたせる

ため，学習評価の方針を事前に児童生徒と共有する場面を必要に応じて設ける。

※児童生徒の発達の段階等を踏まえ，適切な工夫が求められる。

（例）小学校低学年の児童に対しては，学習の「めあて」などのわかり易い言葉で伝える。

学習評価を行う上での各学校における留意事項

観点別学習状況の評価に係る記録は，毎回の授業ではなく，単元や題材などの

内容や時間のまとまりごとに行うなど，評価場面を精選する。

※日々の授業における児童生徒の学習状況を適宜把握して指導の改善に生かすことに

重点を置くことが重要。

評価の方針等の児童生徒との共有評価の方針等の児童生徒との共有評価の方針等の児童生徒との共有評価の方針等の児童生徒との共有

観点別学習状況の評価を行う場面の精選観点別学習状況の評価を行う場面の精選観点別学習状況の評価を行う場面の精選観点別学習状況の評価を行う場面の精選

学校全体としての組織的かつ計画的な取組学校全体としての組織的かつ計画的な取組学校全体としての組織的かつ計画的な取組学校全体としての組織的かつ計画的な取組

教師の勤務負担軽減を図りながら学習評価の妥当性や信頼性が高められるよう，

学校全体としての組織的かつ計画的な取組を行うことが重要。

（例） ・教師同士での評価規準や評価方法の検討，明確化

・実践事例の蓄積・共有

・評価結果の検討等を通じた教師の力量の向上

・校内組織（学年会や教科等部会等）の活用


